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流星群の二度決定の一方法（1）
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　流星群の速度は一般にこれに属する流星を同時観測から決定するか，又は

流星群の出現程度の週期を観測から定めて間接に決定する以外にない・前者

は比較的容易に行はれることであるが，纏績時闇の測定に於て充分な精度が

得られぬ憾みがある．叉大氣に深く突入するに從ひ減速も行はれる爲，寓眞

術の慮用による器械的測定が行はれぬ限り共の結果は充分信頼するに足るも

のが出てこない．後者は長期の親思が必要であり，又この出現程度を比較す

る爲には結果の充分なる舟町が必要である．

　自分は嘗て微光流星が問題になってみた頃，共の確實性を認める爲に，時

間を隔てS得られた輻射勲の間から天頂引力の影響を槍出し得べきや否やに

ついて意見を述べた事があった（天界149號353頁）．叉その頃流星群の輻射瓢

が一一般に東方に移動をすることから，その移動量を擬測から定め得るならば

間接に流星群の速度が決定し得べきものであらうことを考へて見たこともあ

った．これ等はいつれも微光流星の平骨が輻射勲の位置をかな砂詳しく決定

し得べき事を唐門として解決さるべきものであるが，その槻測自身に幾分の

疑問を淺したまS月日はすぎ，流星群速度の闇接的決定方法の具器化に至ら

すしてそのまSになってみた．

　其の後，偶々昨年の初めニユ1ジ｝ランドのマキン1・シユが流星輻射’瓢の

観測を基として流星群の速度を決定する方法を獲表したので，（M．N．　Vol．

96，No．7）これに基いて其の概要を述べ，併せて其の適用を示したv・と思ふ．

この方法はすでに氏によって1930年頃に思ひっかれた由であるが，又一一面露

國タシケントに於て活躍されてるた故マルチエフも同様な方法を研究し獲表

されてみる．（Publication　Tashkent　Astronomical　Observatory，4，2，3，1933．）

　流星が地球に向って飛來する揚合，その進行方向は地球引力のはたらきに

よって一般に少しだけ偏る．この偏りは，流星の突入方向（EPち流星幅射瓢）
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を天頂に近からしめる様にはたらくので天頂引力Zeuith　Attractic）nと稽す

る．観測によって決定される幅射黒占はこの影響によって，實際の輻射瓢（地

球引力を無しとしたる揚合の流星進行の方向）の天頂距離より幾分小である・

この偏りの量は輻射鮎の天頂距離と流星固有の速度の二攣数の函激として示

される．ところが之の關係に顧て偏りの量（天頂攣位）及び流星速度は何れ

も未知敷である爲それを軍一の観測から決定することは出來なV・．こ」に適

當にはなれた地廻に於て同時に同一の流星群の輻射勲を正確に決定するなら

ば，2個の關係式よりして速度を決定する操作が生するのである．

　適當なる地黒占とは同時に観測される輻射鮎の天頂距離に大なる差のある程

よい．出來得るならば日本と濠洲又はニユ1ジ1ランドの如く同経度の南北

爾地貼をえらぶのがよV・．一：方では天頂附近に，他の一方では地雫に近く輻

射難を槻測するか，又は一方では天頂より北へ一方では天頂より南へ輻射黒占

を見られる檬な爾地黒占を選定するのが最も好都合である・

　先づVを流星固有の地心速度，VPを地球引力によって撒動を受けたる地

心速度，Zは観測幅下黙の天頂距離dZは天頂引力による野崎量：とすれば

次の關係がある．

　　　　　　tan－lf－Az＝＝WeiVv　tan－li－zX　．．，・，．．．，．…．．．．．．．…，．．，・・，…（1）

　今，地球上南北爾地勲で流星輻射鮎が決定されたものとし，上記の門中門

地鮎に於ける夫々の量をZn，　Zs，4Zn，　dZsであらはさば

　　　　　　tan一：一Azn　：一一vV－IPe￥一tan－1｝一zn　．・．・・一…．，・，．．．．，・・．，・．一一・一一・（2）

　　　　　　tanSAzs＝一　WgM￥t　tanlt　Zs　．一・一・・i，…J・・i…・・・・・…J・・一　（3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vp－v　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の量は短呼或る同一一一tなる2個の關係が得られ’る．（2）及び（3）に於て
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vp十v
の流星群では槻地者の位置如何に拘らす一定のものである．

　今こXに

　　　　　　　1　VI）一V　　　　　　　　　　　　　　　　．，i．，．．一．．，J，．一．，．，，．a，．．，i．．i．一E．，．．（4）　　　　　　tan一＝一x＝
　　　　　　　2”　VI）十V

と置けば，πは地歴上に於ける輻射鮎の天頂への鍵位量を示すことは明らか

である・鵬（・）・・於て・一・・と置けば…音・一・となるから）

著　拙著L流星の研究「304頁，天99S谷S9號L流星軌這の計算法■345頁参照・
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第1表は二地点の観測輻射瓢の天頂距離からπを見出す爲の表である

づ南北寸地貼に於て夫々同じ日に（出來得れば同一時刻に）見かけの輻射鮎が

決定されたものとする．二地黒占に於ける輻射黒八の天頂距離の結合値は直ちに

計算される．この爾天頂距離の結合値によって第ユ表の行のうちに，爾輻射

の攣位量を見出し，左側に三態するπの値を引くのである．この揚重こつ

の鶴測輻射黒占が勇者とも子午線千千は近傍にあるとすれば，門門の量は赤緯

の差に相當するわけである．（つN’く）


